
広報えな　2

特集　施政方針と予算

　

一
方
、各
地
域
に
設
置
さ
れ
た

地
域
協
議
会
や
、ま
ち
づ
く
り
実

行
組
織
に
よ
る
地
域
活
動
は
、昨

年
度
で
、１
５
５
事
業
行
わ
れ
ま

し
た
。多
彩
で
数
多
く
の
事
業
に
、

延
べ
８
万
人
を
超
え
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
５
年
間
で

市
は
一
つ
と
い
う
、
市
民
の
一
体

感
が
築
か
れ
、
ま
ち
の
基
盤
が
着

実
に
整
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
こ
の
基
盤
の
上
に
立
ち
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
年
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

住
み
た
い
ま
ち
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　
　

〜
健
康
、産
業
振
興
、環
境
、生
涯
学
習
が
軸
〜

　

３
月
２
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は

本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
４
月
か
ら
の
１
年
間
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
市
政
を
進
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
一
体
感
と
ま
ち
の
基

盤
を
基
に
飛
躍
を
遂
げ
る
年

　

合
併
し
て
か
ら
の
５
年
間
、
総

合
計
画
と
行
革
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
新
し
い
市
の
基
盤
づ
く
り
に

全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ご
み

の
収
集
方
法
や
料
金
、
上
下
水
道

料
金
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
市

民
負
担
の
格
差
を
是
正
し
、
料
金

を
統
一
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
通
信

網
を
市
全
域
に
整
備
し
、
情
報
通

信
網
の
充
実
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

平
準
化
も
行
い
ま
し
た
。

▲本年第１回市議会定例会で施政方針を提案する可知市長
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お
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤

づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
恵
那
市
に
住
み
た
い
」「
恵
那

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
、
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
重
点
施
策
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
、
健
康
・
産
業
振
興
・

環
境
・
生
涯
学
習
と
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
】

　

市
民
一
人
一
人
が
自
分
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
進
ん
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環
境
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
指
導

や
医
療
環
境
の
向
上
を
図
り
、
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
】

　

人
口
減
少
対
策
の
重
要
な
柱
で

も
あ
る
雇
用
の
確
保
と
い
う
面
か

ら
、
農
林
業
や
商
工
業
の
振
興
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定

住
促
進
と
、
市
内
産
の
木
材
な
ど

地
域
材
利
用
の
拡
大
を
促
し
、
地

場
産
業
の
活
性
化
と
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅

を
新
築
し
た
場
合
、
奨
励
金
の
交

付
と
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
制

度
を
つ
く
り
ま
す
。
農
業
で
は
、

市
の
課
題
を
見
据
え
、
長
期

的
に
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

　

日
本
経
済
は
、最
悪
期
か
ら
脱

し
た
と
は
い
わ
れ
ま
す
が
、円
高
、

デ
フ
レ
圧
力
に
よ
る
景
気
低
迷
な

ど
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
、平
成　
１８

年
３
月
に
策
定
し
た
総
合
計
画
の

前
期
基
本
計
画
と
、行
財
政
改
革

大
綱
が
、終
期
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
年

間
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
を
定
め
る
、
最
も
重
要
な
年
で

す
。
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
で
は
「
人
口
減
少
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
長
期
財
政
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、
市

が
直
面
し
て
い
る
重
点
課
題
に
つ

い
て
の
方
向
性
を
、
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
次
期
行
革
大

綱
の
策
定
に
も
取
り
組
み
、
長
期

的
に
持
続
可
能
な
、
市
の
行
財
政

の
在
り
方
を
考
え
ま
す
。

次
世
代
に
向
け
、
施
策
を
着

実
に
進
め
ま
す

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
計
画
と
行

革
を
両
輪
と
し
、
次
世
代
に
向

け
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
に

▲岩村歴史資料館前にある佐藤一斎翁
像。本年度は佐藤一斎の「三学戒」の
精神を基に、三学のまちづくりと題し、
生涯学習の施策を進めます

▲完成間近の第３期テクノパーク造成
地。整備される２区画（６.４�）への企
業誘致に取り組み、雇用環境の安定と
充実を図ります

学
校
給
食
に
地
元
産
の
農
作
物
を

供
給
し
、
地
産
地
消
の
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　

恵
那
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し
た
山

岡
細
寒
天
と
恵
那
栗
の
生
産
支
援

や
販
売
促
進
を
行
い
ま
す
。
特
に

恵
那
栗
に
つ
い
は
、
栗
園
農
家
の

支
援
、
改
植
の
助
成
と
大
規
模
な

栗
園
を
造
成
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
ま
す
。
ま
た
造
成
が
完
了
す

る
第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
、

優
良
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
環
境

の
安
定
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
環
境
】

　

ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
、
資

源
ご
み
の
常
設
型
回
収
拠
点
施
設

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
市
民
が

自
ら
分
別
し
持
ち
込
む
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
人

材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

岩
村
藩
出
身
の
儒
学
者
、
佐
藤

一
斎
の
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
い
た「
三
学
戒
」。
そ

の
三
学
を
精
神
と
し
て
捉
え
、
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
、
学
ぶ

こ
と
が
幸
せ
と
な
る
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
へ
の
活
動
を
高
め
な

が
ら「
恵
那
市
三
学
の
ま
ち
宣
言
」

を
制
定
す
る
準
備
を
行
い
ま
す
。
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予
算
規
模
は
、ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
す
。

行
革
の
効
果
が
あ
り
、
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
な
く
予
算
編
成

　

歳
入
で
は
景
気
の
悪
化
に
よ
り
、
個
人

市
民
税
が
１
億
６
０
７
０
万
円
減
額
し
た

ほ
か
、
法
人
市
民
税
が
１
億
４
６
７
０
万

円
の
減
額
に
な
る
な
ど
、
市
税
は
２
億
７

４
２
６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政

対
策
に
よ
り
、
１
・
１
兆
円
増
額
さ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
普
通
交
付
税
を
５
億
円

の
増
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
例
年
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
補
う

た
め
、
取
り
崩
し
を
し
て
き
た
財
政
調
整

基
金
（
市
の
貯
金
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
行

　

本
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
総
合
計
画
後
期
計
画
策
定
の
た
め
の
重
要
な
年
で
す
。
合
併
後
５
年

が
経
過
し
、
市
民
の
一
体
感
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）

全
会
計
は
１
億
８
５
３
４
万
円
の
減

額
、前
年
度
比
０
・
４�
の
減
少

　

一
般
会
計
は
２
億
円（
０
・
８�
）の
増
額
、

特
別
会
計
は
、５
５
６
４
万
円（
△
０
・
４�
）

の
減
額
、企
業
会
計
は
３
億
２
９
７
０
万

円（
△
４
・
７�
）の
減
額
。全
会
計
の
合
計

は
１
億
８
５
３
４
万
円（
△
０
・
４�
）の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、昨
年
度
は
公
的
資
金
補

償
金
免
除
繰
上
償
還
の
経
費
３
億
８
３
２

３
万
円
を
、本
年
度
は
国
の
政
策
に
よ
る

子
ど
も
手
当
に
要
す
る
経
費
６
億
２
８
３

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
特
殊
な
事
業
を
差
し
引
け
ば
、前
年
度

比
４
５
０
０
万
円（
０
・
２�
）の
減
と
な
り
、

〜
健
康
福
祉
・
環
境
・
教
育
・
定
住
促
進
・
地
域
づ
く
り
を
〜

一
般
会
計
２
６
２
億
６
千
万
円

　
  　
　
　
　

実
質
、ほ
ぼ
前
年
並
み

自主財源（３４％
）８９
億
３
,１７２
万
円

依
存
財
源（
６６
％
）１７３億２,８２８万円

歳 入
市税（２５.９％）
６７億９,０３９万円

諸収入など（２.０％）
８億９,０６４万円

繰越金（１.９％）５億円

国庫支出金（８.５％）
２２億２,１７８万円

県支出金（６.９％）
１８億０,８６７万円

地方交付税（３３.１％）
８７億円 

市債（１２.５％）
３２億９,１７０万円

使用料及び手数料（１.７％）
４億３,６７９万円

譲与税など（４.９％）１３億０,６１３円

一般会計歳入

分担金及び負担金（１.２％）３億１,３９０万円
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革
の
取
り
組
み
や
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
、
取
り
崩
す

こ
と
な
く
予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
新
し
い
事
業
と
し
て
、
明
智

保
育
園
建
設
事
業
や
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
整

備
事
業
、
生
涯
学
習
市
民
三
学
運
動
啓
発

事
業
、
市
内
に
転
入
し
た
方
が
住
宅
を
建

築
し
た
場
合
に
支
給
す
る
、
定
住
促
進
助

成
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
の
昨
年
度
第
２
次
補
正
予
算
を

活
用
し
て
、
岩
村
町
電
線
類
地
中
化
事
業

の
本
年
度
計
画
分
を
前
倒
し
で
実
施
し
、

翌
年
度
事
業
分
を
繰
上
げ
て
本
年
度
予
算

に
計
上
す
る
な
ど
、
事
業
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。
国
の
新
し
い
政
策
の
子
ど

も
手
当
給
付
費
に
は
、
推
計
で
約
７
２
０

０
人
の
対
象
者
に
対
し
、　

億
６
４
７
万

１０

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
０
・
４�
、企
業
会
計
は

４
・
７�
の
減
少

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で
、
保
険
給
付
費

の
増
加
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
老

人
保
健
医
療
特
別
会
計
は
、
平
成　

年
度

１９

で
制
度
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
後
請

求
に
対
応
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
は
建
設
事
業
費
の
縮

小
に
よ
り
減
額
。
特
別
会
計
全
体
と
し
て

は
、
０
・
４�
の
減
額
で
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
の
拡
張
工

事
費
の
減
少
や
、
病
院
事
業
の
断
層
撮
影

装
置
更
新
の
終
了
に
よ
り
予
算
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業

会
計
で
は
、
震
災
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

透
析
セ
ン
タ
ー
の
受
水
槽
設
置
工
事
費
な

ど
を
計
上
。
企
業
会
計
全
体
と
し
て
は
、

４
・
７�
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は
一
般
会
計
全
体
の　�
、

３４

市
税
収
入
は
３
・
９�
の
減
少

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
や
手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は　

・
０�
で
す
。
地
方
交
付

３４

税
や
地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
、
依
存

財
源
は　

・
０�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６６

　

市
税
収
入
は
、
景
気
の
後
退
に
よ
り
個

人
、
法
人
を
合
わ
せ
た
市
民
税
は
、
前
年

比　

・
５�
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

１０
固
定
資
産
税
は
前
年
比
１
・
９�
の
増
額
。

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
な
ど

市
税
全
体
で
は
３
・
９�
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
や
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
国
の
地
方
支
援
策
に
よ
り
６

�
を
超
え
る
伸
び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
補
助
金
は
、
前
年
比　

・
３�
の

５０

高
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

子
ど
も
手
当
に
要
す
る
国
庫
負
担
金
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
市
債
（
市
の
借
金
）

は
、
借
入
額
を
本
年
度
返
済
す
る
予
定
の

元
金
償
還
額
よ
り
も
抑
え
、
後
年
度
の
負

担
を
軽
減
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

民生費
（２４.９％）
６５億４,８４０万円

公債費
（１５.７％）
４１億１,９３０万円

教育費
（１３.２％）

３４億７,３９０万円
総務費
（１３.５％）
３５億４,７６０万円

土木費
（１０.９％）

２８億４,９３０万円

農林水産業費
（４.８％）

１２億６,１２０万円

議会費（０.８％）２億０,５３０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

労働費（０.２％）
４,８３０万円

衛生費（１０.６％）
２７億８,８９０万円

商工費（１.８％）
４億６,５８０万円

歳出
目的別

消防費（３.５％）
９億２,２００万円

平成２２年度会計別予算額
増減率予算額会　計

０．８％２６２億６,０００万円一 般 会 計

△０．４％１３５億６,０２６万円特 別 会 計

６．８％５６億２,７７０万円国民健康保険事業特別会計

８．１％４７億８,６１０万円介護保険特別会計

△２６．３％１３億１,７８０万円公共下水道事業特別会計

△２３．９％８億８,１００万円簡易水道事業特別会計

３．７％６億４００万円後期高齢者医療特別会計

△７．９％２億７,９７０万円農業集落排水事業特別会計

△６．２％６,０２０万円駐車場事業特別会計

△８７．９％２４０万円老人保健医療特別会計

△１０．０％９０万円上財産区特別会計

△８．０％４６万円遠山財産区特別会計

△４．７％６６億２,７００万円企 業 会 計

△０．５％３８億５,９２０万円収益的支出
病院事業会計

△２２．６％１億８,０７０万円資本的支出

△５．０％７億９,１３０万円収益的支出
水道事業会計

△３０．５％６億１,１００万円資本的支出

５．１％６億３,４７０万円収益的支出国民健康保険
診療所事業会
計 ４．９％３,６６０万円資本的支出

３．９％4億７,９５０万円収益的支出介護老人保健
施設事業会計 １．５％３,４００万円資本的支出

△０．４％４６４億４,７２６万円予 算 総 額

一般会計歳出（目的別）
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市民１人当たりの額

使われる金額納める市税の額

民生費

１１７,８９６ 円

固定資産税

６２,５８４円

公債費

７４,１６３ 円

市民税

４６,９６８円

総務費

６３,８７０円

市たばこ税

４,９２４円

教育費

６２,５４３ 円

都市計画税

４,７３７円

土木費

５１,２９８  円

軽自動車税

２,１７７円

その他
１０３,００８円

その他
８６３円

合計
４７２,７７８ 円

合計
１２２,２５２円

人
件
費
は
１
億
７
２
０
万
円
の
減
額

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
義
務
的
経

費
で
は
、
人
件
費
が
一
般
事
務
職
員
の
退

職
や
不
補
充
な
ど
に
よ
り
１
億
７
２
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
、

創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
や
、
自
立
支
援

給
付
費
な
ど
で
７
億
５
８
９
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
義
務
的
な

支
出
は
、
昨
年
度
と
比
べ
、
６
・
３�
増

加
し
、
支
出
全
体
の　

・
２�
を
占
め
て

４４

い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
恵
那
東
地
区
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
や
山
岡
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
、
明
智
保
育
園
建
設
事
業
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

や
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
、
公

営
住
宅
の
建
設
が
終
了
し
た
た
め
、
総
額

で
約
３
億
７
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※平成２２年１月１日現在の住民基本台帳と外国
人登録の人口、５５,５４４人で計算しています。

子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど
、
民
生
費

は
全
体
の
約　
�２５

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が　

・
９�
を
占
め
、
続
い

２４

て
公
債
費
が　

・
７�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１５

　

民
生
費
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当

に
比
べ
、
５
億
８
４
０
０
万
円
増
額
し
、

　

億
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ

１０か
、
明
智
保
育
園
の
建
設
事
業
に
２
億
８

７
６
０
万
円
を
予
算
化
し
、
事
業
着
手
し

て
い
き
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰

上
償
還
が
昨
年
度
ま
で
に
終
了
し
ま
し
た

が
、
合
併
特
例
債
の
元
金
償
還
が
本
格
的

に
始
ま
り
経
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
た
、
岩
村
町
と
明
智
町
の
ま
ち
並

み
整
備
事
業
で
５
億
４
６
９
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

建
設
、エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
連
続
運
転
へ

の
準
備
作
業
が
終
了
し
た
ほ
か
、ご
み
処

理
施
設
の
統
合
に
よ
り
維
持
管
理
経
費
が

軽
減
さ
れ
、費
用
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
山
岡
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
や
、
大
井
小
学
校
の
旧
体
育
館
の
取
り

壊
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど
に
よ
り

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
出
総
額
２
６
２
億
６
千
万
円

は
、
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と　
４７

万
２
７
７
８
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義務的経費（４４
.２
％
）１１５

億
９
,６０５
万

円

その他経
費（４０

.５
％
）１０６

億
３
,４０４
万

円
投資的経費（１５.３％）４０億２,９９１万円

人件費
（１８.５％）
４８億４,９３６万円

公債費
（１５.８％）
４１億４,６１９万円

扶助費（９.９％）
２６億０,０５０万円

普通建設事業費
（１５.３％）４０億２,９９１円

物件費
（１７.３％）

４５億３,８１３万円

補助費等
（８.３％）

２１億９,０７９万円

繰出金（１１.０％）
２８億９,９０７万円

その他（３.８％）
１０億０,６０５万円

歳出
性質別

一般会計歳出（性質別）

7　2010.4.1

こんな事業を進めます
予算額事業の名称

２億７,６６０万円岩村町まち並み整備事業
２億７,０３０万円明智町まち並み整備事業
２,２００万円山岡町まちづくり事業

４億６,７８０万円上水道の整備（三郷町、笠置町）
９,６６０万円簡易水道の整備（笠置町）
９５０万円し尿投入施設建設事業
１,２８０万円リサイクル広場整備事業
２,５６０万円地域住宅交付金事業（新規）
１,０８０万円定住促進対策事業（新規）

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
５,１００万円少子化対策推進事業

１０億０,６００万円子ども手当（新規）
１５０万円赤ちゃんたちの地域デビュー事業（新規）
２０万円病後児保育事業（新規）
２６０万円不妊治療費の助成

１億６,８００万円子ども福祉医療費助成事業
２億８,７６０万円明智保育園建設事業
２,０００万円地域子育て支援センターの運営
５００万円つどいの広場事業

≪主な事業≫
　

少
子
化
対
策
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
保
護
者
が
仕
事
と
家
庭

を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
近
隣
市
と
連
携
し

て
病
後
児
保
育
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
学
童
保
育
の
未
実
施
地
域
の
解
消

な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
で
は
保
健
師
を
増
員
し
、
特

定
健
診
の
結
果
か
ら
、
腎
機
能
低
下
や
高

度
高
血
圧
の
方
を
中
心
に
個
別
訪
問
指
導

を
充
実
し
ま
す
。ま
た
、節
目
健
診
で
は

　

・　

・　

・　

・　

歳
の
人
を
対
象
に
、特

４０

４５

５０

５５

６０

定
健
診
の
健
診
項
目
を
追
加
し
、健
診
受

診
率
を
向
上
さ
せ
、早
期
発
見
、早
期
治
療

を
図
り
ま
す
。妊
産
婦
健
診
で
は
、従
来
の

診
査
項
目
を
見
直
し
、初
回
血
液
検
査
や

子
宮
が
ん
検
診
を
追
加
す
る
な
ど
、内
容

を
充
実
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
、
防
御
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
を
購
入

し
ま
す
。

手
し
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
沿
っ
て
、

し
尿
投
入
施
設
建
設
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
有
機
性
資
源
を 
堆  
肥 
化
し
、
景
観
作

た
い 
ひ

物
や
資
源
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
フ
ァ
ー
ム
の
実
証
実
験
な
ど
、
循
環

型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

定
住
支
援
事
業
で
は
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
対
策
と
し
て
、
市
外
か
ら

の
転
入
者
に
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
助

成
金
の
交
付
や
、
新
築
住
宅
の
固
定
資
産

税
減
免
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
で
は
、
国
の
補
助
を
活
用

し
、
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
な
ど
、
早
期
完
了
を
図
り

ま
す
。
ま
た
明
智
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業

で
は
、
浪
漫
亭
と
明
智
駅
前
の
修
景
整
備

に
本
格
着
手
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
進
め
て
き
た
、
ご
み
処
理
施

設
の
統
合
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
て
、
本
年
度
よ
り
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵

那
で　

時
間
操
業
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た

２４

市
民
協
働
の
常
設
型
資
源
ご
み
回
収
施
設

と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
整
備
に
着

▼こども元気プラザにあるにこにこ広場での親子遊び

▲電線類の地中化を進める岩村町の重伝建地区

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

地
域
で
支
え
る
子
育
て
と
健
康
づ
く
り
の
仕
組
み
を
充
実

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
整
備
し
、ご
み
の
減
量
化
を
図
り
ま
す
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
恵
那

東
地
区
の
整
備
事
業
で
は
、
国
道　

号
と

１９

主
要
地
方
道
恵
那
白
川
線
を
結
ぶ
御
所
の

前
牧
田
線
の
整
備
や
、
大
井
幼
稚
園
と
大

井
小
学
校
前
の
、
羽
根
平
舟
山
１
号
線
改

良
事
業
、
恵
那
東
中
学
校
と
恵
那
高
等
学

校
周
辺
の
通
学
路
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
老
朽
化
し
た
神
ノ
木
橋
（
大

井
町
）
の
改
良
事
業
や
、
ま
ち
な
か
防
災

多
目
的
広
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

市
道
は
、
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整

備
や
改
良
を
行
い
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
雇
用
対
策
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
、
市
の
単
独
事
業
と

し
て
、
地
域
の
生
活
道
路
の
改
修
や
整
備

に
１
億
円
の
増
額
計
上
を
し
ま
し
た
。

　

国
道　

号
恵
中
拡
幅
事
業
は
、
平
成　

１９

２４

年
度
完
成
に
向
け
て
、
４
車
線
化
の
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

明
知
鉄
道
地
方
鉄
道
再
生
計
画
支
援
事

業
で
は
、
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
線
路

補
修
や
車
両
整
備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
沿
線
景

観
の
整
備
、
保
全
を
行
い
ま
す
。

整
備
し
、
山
岡
細
寒
天
や
、
恵
那
栗
な
ど

の
特
産
品
の
普
及
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
商
品
開

発
を
行
い
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
で
は
、
第
３
期
恵
那
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
の
完
成
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
２

区
画
（
６
・
４�
）
へ
の
企
業
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。
中
小
企
業
向
け
小
口
融
資

貸
付
金
を
増
額
し
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
と
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事

業
を
制
度
化
し
、
市
産
材
の
需
要
拡
大
と

健
全
な
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
市
の
個
性
を

発
揮
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、

恵
那
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
特
産
品
で
あ
る
恵
那
栗
の
振
興

を
図
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

に
、
お
よ
そ　
�
の
栗
園
を
整
備
す
る
計

２０

画
を
策
定
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
そ
の
先

駆
け
と
し
て
同
地
に
１�
と
、
道
の
駅
上

矢
作
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
に
４�
の

栗
園
を
造
成
し
ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
横
の
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

恵
那
に
、
市
の
特
産
品
の
展
示
販
売
所
を

▼通学路の整備が進む恵那高等学校周辺

▲特産品の展示販売所に整備するタウンプラザ恵那

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

恵
那
東
中
学
校
と
恵
那
高
校
周
辺
の
通
学
路
を
整
備

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
、テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進

平成２２年度予算

こんな事業を進めます
予算額事業の名称

１０億０,５６０万円まち並み整備事業恵那東地区
５０万円国道１９号恵中拡幅
５００万円瑞恵バイパスの事業化に向けた取り組み

１億６,６９０万円幹線道路整備事業（１・２級路線）
１億６,２１０万円生活道路整備事業（そのほかの路線）
４億０,０７０万円生活道路維持修繕事業
６,３５０万円地籍調査事業

１億１,５２５万円バス対策経費
２,３８４万円明知鉄道地方鉄道再生計画支援事業

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
４,２６０万円企業誘致対策事業
１８０万円恵那ブランド育成事業
３００万円農産物鳥獣被害対策事業
２,８５０万円恵那栗団地形成事業
１７０万円地産地消・食農教育推進事業
２,５００万円森林整備地域活動支援事業
６,３００万円公共林道整備事業
２,６３０万円タウンプラザ恵那特産品販売所整備・運営(新規）
１,９００万円観光ＰＲ活動の充実
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≪主な事業≫　

佐
藤
一
斎
が
説
い
た
「
三
学
戒
」
の
精

神
を
基
本
理
念
と
し
た
、
三
学
の
ま
ち
推

進
計
画
を
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
三
学
運
動
啓
発

事
業
を
行
な
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
内
容
は
、
学
校
や
家
庭

な
ど
で
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

図
書
購
入
や
、
各
学
校
を
巡
回
す
る
司
書

を
配
置
し
、
図
書
室
の
運
営
と
読
書
活
動

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
郷
土
の
先
人
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、佐
藤
一
斎
言
録
集
や

先
人　

傑
冊
子
を
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

３０

　

新
規
事
業
と
し
て
、　

年
以
上
長
く
読

２５

み
継
が
れ
て
き
た
絵
本
２
５
６
冊
を
選
定

し
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に
配
備
す
る
「　
２５

歳
の
絵
本
事
業
」
を
進
め
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
当
初
、
２
カ
年
で
行
な
う
予
定
で

し
た
が
、
繰
り
上
げ
て
本
年
度
事
業
と
し

て
行
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
山
岡
小
学
校
の

校
舎
改
築
事
業
は
、
校
舎
本
体
の
建
設
と

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
工
事
を
行
い
、来
春
完
成
予
定
で
す
。

く
り
推
進
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の
発

展
、
活
性
化
の
た
め
、
活
動
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
歴
史
や
文
化
、
伝
統
、
自
然
な
ど
、

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
、
地
域
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
地
域

振
興
基
金
は
、
本
年
度
末
の
積
立
額
が　
２４

億
８
千
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

　

５
年
ご
と
に
行
う
国
勢
調
査
は　

月
に

１０

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
国
内
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
行
政

資
料
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
５
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

総
合
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
、

し
っ
か
り
と
検
証
し
な
が
ら
、
後
期
５
年

間
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
第
２
次
行
財

２３

２７

政
改
革
大
綱
の
策
定
も
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
の
２
つ
の
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
、
自
己
責
任
・
自
己
決
定
を

基
本
に
、
末
永
く
自
治
体
と
し
て
存
続
で

き
る
自
治
体
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

の
地
域
自
治
区
で
展
開
す
る
地
域
づ

１３

▼建築工事が進む山岡小学校の新校舎

▲まちづくり市民活動推進助成を受けた団体の活動報告

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

三
学
戒
の
精
神
の
下
、生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

さ
ら
な
る
経
営
改
善
を
目
指
し
、後
期
計
画
と
行
革
を
策
定

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
６,０００万円地域自治区地域づくり推進事業
１,３６０万円総合計画・行財政改革推進経費

３億５,０００万円地域振興基金積み立て
１,０００万円放送事業運営事業
７０万円男女共同参画プランの推進
９２０万円市民との協働　まちづくり市民活動推進事業
２５０万円国際交流推進事業
４４０万円中学生海外派遣等補助事業
２,２７５万円国勢調査経費

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
１,２００万円市民三学運動啓発事業（新規）
９１０万円先人顕彰事業
２,５１０万円中央図書館読書活動推進事業
５００万円２５歳の絵本事業
４,６７０万円岩村城下まちなみ保存事業

７億７,２００万円山岡小学校校舎改築事業
２,０１０万円学校図書館読書活動推進事業
３,５７０万円少人数指導教育推進事業
２,０８０万円国民体育大会弓道競技開催地対策経費（新規）


